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1．はじめに－問題の所在－

「ヤンテの法」（Janteloven）という言葉を初め
て耳にしたのは，もうかれこれ50年も前コペン
ハーゲン大学で学んでいた時のことである。それ
が一種の慣習的な社会規範であることに若干興味
は惹かれたが，より具体的な他の事項への関心が
高まりいつの間にか記憶の片隅に追いやられてい
た。

しかし，薄れた関心も脳裏に残っていていつか
は突然蘇る。たまたま様々な「十戒」（decalogue）
について研究発表の要旨を書いているときに，「ヤ
ンテの十戒」として現われて来たのである。ヤン
テの法とヤンテの十戒は同義であるが，ここでは
文字に忠実に「ヤンテの法」を用いよう。

ヤンテの法は，デンマーク語とノルウェー語で
Jantelov（ヤンテロウ）である。既知型，すなわ
ち語尾定冠詞付きにするとJanteloven（ヤンテロ
ウエン）である。スウェーデン語ではJantelagen

（ヤンテラーゲン），フィンランド語Janten lali（ヤ
ンテンラ キ），アイスランド語ではJantelögin（ヤ
ンテルーギン）である。ちなみに，デンマークの

内政自治地域のフェルヤル諸島（Faerøyar）でも
Jantulogin（ヤントゥローギン）である。言語から
も分かるように，ヤンテの法は北欧社会に存在す
る共通の概念であるといってよい。

この小論は，まず，ヤンテの法が北欧における
平等社会の基礎的表象であることを提示し，北欧
平等社会の歴史的様相を寸描し，北欧法社会に関
するもう1つの思想である「価値ニヒリズム」を
概観した後，さらに，現在進行している異文化圏
からの移民増加による社会変動によって「ヤンテ
の法」と「価値ニヒリズム」という2つの基礎概
念がどのように変容しつつあるかを見ようとする
ものである。

2．	Axel Sandemoseの小説：En flygtning 
krydser sit spor（逃亡者は痕跡を交え
る）

ヤンテの法は，アクセル・サネモーセ（Aksel 
Sandemose）が1933年に出した小説『逃亡者は痕
跡を交える』（En fkygtning krydser sit spor）の中
に書かれているヤンテの町の掟である。サネモー
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セは，デンマーク人を父，ノルウェー人を母とし
て1899年にユラン（Jylland）半島北部のニュー
クービング・モアース（Nykøbing Mors）で生ま
れたデンマーク・ノルウェーの作家である。

彼の姓は元々はアクセル・ニールセン（Axel 
Nielsen）だったが，後に改姓しサネモーセとし
た。若い頃に船員を経験したサネモーセは，1930
年にノルウェーに帰化した。作家デビューは，『ラ
ブラドールの物語』（Fortaellinger fra Labrador，
1923）をもってである。多くの作品は，ノルウェー
のリークスモール（riksmål）で書かれている。第
2次大戦中の1941年にはストックホルムに居を移
したが，その後ノルウェーの町リスール（Risor）
に住んだ。亡くなったのは1965年，デンマークに
おいてである。サネモーセがデンマーク・ノル
ウェーの作家とされるのはこのような理由からで
ある。
『逃亡者は痕跡を交える』の舞台はデンマークの

ユラン半島の北部のリム・フィヨルドに面した小
さな町ヤンテ（Jante）であるが，ヤンテは架空
の存在である。そこには，ヤンテの法と呼ばれる
法があって住民の思考と行動を規制している。

3．「ヤンテの法」の内容分析

『逃亡者は痕跡を交える』に書かれているヤンテ
の法は，次のような10の戒めを定めている。

1．	Du skal ikke tro, at du er noget.
	 （自分を特別だと思うな）
2．	Du skal ikke tro, at du er lige så meget som 

os.
	 （自分を我々と同じく善良だと思うな）
3．	Du skal ikke tro, at du er klogere end os.
	 （自分を我々よりも賢いと思うな）
4．	Du skal ikke bilde dig ind, at du er bedre 

end os.
	 （自分を我々よりも善良であると確信する

な）
5．	Du skal ikke tro, at du ved mere end os.
	 （自分は我々よりも物知りであると思う

な）

6．	Du skal ikke tro, at du er mere end os.
	 （自分を誰よりも重要であると思うな）
7．	Du skal ikke tro, at du dure til noget.
	 （自分は何事でもできると思うな）
8．	Du skal ikke le ad os.
	 （我々を物笑いにするな）
9．	Du skal ikke tro, at nogen bryder sig om 

dig.
	 （誰にも気遣われていると思うな）
10．	Du skal ikke tro, at du kan laere os noget.
	 （我々に教えることができると思うな）

ヤンテの法は，個人的突出を諌めて当該社会に
おける平等性（egaritarianism）を追求したもので
ある。これは，「個」と「集団」（共同体）との関係
に係わる事項である。ヤンテの法は小説に描かれ
て有名になったが，サネモーセという一作家の想
像的所産ではなく地域社会に存在していた不文律
に名前を付けたのである。すなわち，ヤンテの法
は，社会の底流にある規範性，つまり「レックス・
インシタ」（lex insita）の表象である。

その規模がどのようなものであれ，ある社会共
同体の中での突出を避けようとする心理的情況は，

「幸せは，一定の用心深さの規則によって保たれ
る」（Lykken sikres gennem visse forsikhedsregler）
というデンマークに古くから伝わる諺に表現され
ている。これは，日本でいう「出る杭は打たれる」
という戒めと少し似たところがある。クッシェル

（Kuschel, Rolf）は，ヤンテの法と通じる掟がポリ
ネシアのベロナ島（Bellona）にもあると述べてい
る。ちなみに，ヤンテの法の1に相当するベロナ
島のそれは，「お前は，大した者ではない」（Ko koe 
heʼe te meʼa）である。

実は，ヤンテの法には，11番目の規定がある。
それは，Du tror måske ikke at jeg ved noget om 
dig?である。これは，「私がお前のことを知らない
とでも思っているのか？」という意味である。一
種の威嚇とも理解できよう。

ヤンテの法のもつ内包は，程度の強弱はあるに
しろデンマーク社会だけではなく他の北欧諸国の
社会にも認められる共通的レックス・インシタで
ある。
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一般的にいって，規則や戒律あるいは掟などに
は二面性がある。ヤンテの法も，例外ではない。
ヤンテの法のプラス面は，当該社会住民の平等性
を追求することである。日本のかつての村社会に
も存在していたように，集団的慣習規範は，ある
程度の平等をもたらし規範に従っている限り不安
に苛まれる度合いは少ない。しかし，よく見ると，
そこにはお互いの突出を監視する猜疑心が渦巻い
ているのも事実である。

平等性が認められるにしても，慣習的規範の停
滞性に満足せず上昇意欲をもっている人も社会に
はいる。こうした人にとっては，ヤンテの法は抑
制的に働き個人の発展意欲と生き方の自由を制限
する。その結果，究極的には社会の停滞現象が起
きる。これは，ヤンテの法のもつマイナス面であ
る。

ヤンテの法に表象されている平等性の根源は，
どこに求められるのか。北欧社会には，古くから
平等概念が根付いていたようである。北欧諸国に
全国に有効な統一法がなかった時代，すなわちバ
イキングが活躍していた頃，各地方（land，ラン）
にはその法領域に適用される「地方法」（landskabslov，
ランスカーブスロウ）があった。デンマークを例
にとれば，スコーネ法（Skånske lov），シェラン
法（Sjaellanske lov），ユーラン法（Jyskelov）の
3つの法があった。法領域内の事項は，ティング

（ting）と呼ばれる住民集会において決定された。
こうした住民集会での平等な発言権が，平等社会
の伝統と無縁でないことは確かである。

4．対立概念としての「価値ニヒリズム」

ヤンテの法が個人の自由を制限するとすれば，
逆に生き方の自由を求めるのが「価値ニヒリズム」

（värdenihilismen）である。
価値ニヒリズムは，ストックホルムの北方60キ

ロ・メートルにある古都ウップサラの大学で1911
年から1933年まで実践哲学を講じたアクセル・
ヘーゲルストリョーム（Axel Hägerström）と1916
年から哲学教授であったアードルフ・パレーン

（Adolf Pharén）によって主唱された思想である。
価値ニヒリズムの要点は，価値判断は感情の表

現に他ならなく，したがって論理的内容を欠くと
いうものである。より詳述すると，1 ．リアリ
ティーの客観的科学的認識は得られるが，倫理的
価値の科学的認識は得ることができない。客観的
に見ると，価値は「無」（nihil）である。2．科学
的判断は，「何かが存在すること」を確認しようと
するものである。したがって，存在確認の陳述は
真か偽で示される。3．「あるべきこと」に関する
倫理的判断は，客観的リアリティーの外側にあり，
したがって無意味である。

ヘーゲルストリョームによれば，「義務」は，例
えば慣習などによって個人にとっては決定的な外
的な力となり，個人に超越するが故に，誤って客
観性をもっていると錯覚されるのである。倫理的
規範は，「行為の体系」として示されるが実は真の
価値を欠いたものなのである。

ヤンテの法は倫理的に心理的強制力をもつとさ
れるのに対して，価値ニヒリズムはいってみれば
その倫理性の客観的価値そのものを否定するのだ
から，生き方の自由を認めるということに連なる。
価値客観主義を排除する価値ニヒリズムという考
え方は，1930年代から1940年代にかけてスウェー
デンを中心に北欧社会に広がって行った。

こうして生まれた価値の多様化の承認は，社会
倫理，道徳を出来るだけ個人の倫理，道徳に還元
するということである。しかし，あらゆる社会倫
理，道徳を個人に還元すると，社会は秩序を失い
崩壊する。そこで，健康に悪いこと，人の嫌がる
こと，社会に実害を与えること，の3つをしては
いけないという社会的倫理，道徳として堅持し，
それ以外の判断を個人に委ねることにするわけで
ある。このことは，個人のもつ自由のキャパシ
ティーが大きいことを意味する。北欧社会に見ら
れる諸種の自由の背景には，「価値ニヒリズム」が
存在しているのである。

5．移民の増加と社会変動

平等社会の中でも，価値ニヒリズムを体現した
人物が突出することがたまにある。北欧諸国は，
真面目で堅苦しいだけの社会では決してないので
ある。その1例として形破りだった実業家を2人
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挙げておこう。
1人は，20世紀の中頃に活躍した旅行業界を席

巻したデンマーク人のシーモン・スピース（Simon 
Spies）である。複数の航空機を所有し地中海への
バカンスへと北欧の人々を送り込んで財をなした
財界人だった。所有する旅行会社やホテルのあら
ゆる施設は美容室を含めて24時間営業である。個
人的に数回会ったことがあるが，コペンハーゲン
大学で哲学と心理学を専攻し，類まれな高い知能
指数をもった人物で，傍には常に愛人としての秘
書が数人侍っていた。ここまでくると，出る杭も
打たれない。常にメディアに登場し，国民的英雄
の感じさえあった。

他の 1 人は，やはり前世紀中頃にポルノ雑誌
Privateを創刊したスウェーデン人のポルノ王ベーッ
ト・ミルトン（Berth Milton）である。ジェット
機を自ら操縦し，外洋大型クルーザーを所有し，
ヨーロッパ，アメリカの各地で撮影を行なう優れ
たカメラマンでもあった。「戦場での無残な死の写
真が堂々と新聞に載っているのに，男女が愛し合
う生の写真がなぜ禁じられなければならないのか」
という哲学をもっていた。会うたびに同棲する女
性が代わっていたのが記憶に残っている。彼も，
平等福祉社会の中で突出した存在であった。

さて本題に戻ろう。歴史的に見て，北欧諸国は
同質の文化を継続してきた。北方ゲルマン語とし
ての言語の類似性，福音ルーター教を信仰する大
部分の国民，植民地非所有の歴史，小国としての
認識と在り方の堅持などその1例である。フィン
ランドは北方ゲルマンではないが，歴史的にス
ウェーデン文化の影響を強く受け，言語もフィン
ランド語とスウェーデン語のバイリンガルである。
北欧文化圏に属している。北欧諸国は，1951年に
は「北欧理事会」（Nordisk råd）を創設し，後に
ヘルシンキ協定を締結し一種の「北欧共同体」を
構成し，発展拡大してきている。

面白いのは，類似点を多としながらも北欧各国
には，それぞれの思考回路あるいは生活の在り方
を表象する言葉があるということである。例えば，
danskhed（ダンスクヘーズ）とかsvenskhet（ス
ヴェンスクへート）などがそうである。これらは，
デンマーク性とかスウェーデン性とかいった意味

である。デンマーク語のhygge（ヒュッゲ）など
も，ある心地よさを意味する単語である。

しかし，最近では，こうした「らしさ」が影響
を受けるようになってきている。その原因は，北
欧文化圏以外の国あるいは地域からの移住者

（invandrare）の増加である。移住者の多くは，ア
フリカ諸国およびその他の非キリスト教国からで
ある。北欧諸国は，北欧文化への同化を強制せず
多文化共生を標榜しているが，現実は理想とは大
きく解離している。文化と宗教の違いは，居住地
の分離現象をもたらしている。例えば，ストック
ホルムを始発する地下鉄の最終駅周辺では，住民
の3分の2以上が移住者によって占められている。
そこでは，スウェーデン語はマイノリティーの言
語と化しているのである。

現在のままのペースで移住者を受け入れていけ
ば，3，40年後には，外国出生および両親あるい
は片方を外国出生者とする人口が国民の半数を越
えるという予測もなされている現在である。

6．おわりに－「新ヤンテの法」－

21世紀に入り，北欧諸国は，どの社会にもある
転換期を迎えている。北欧諸国の中で欧州連合に
加盟しているのは，デンマーク，スウェーデン，
フィンランドの3国である。ノルウェーとアイス
ランドは欧州連合と関係を保ちながらも非加盟で
ある。これら5ヵ国は，同時に北欧協力によって
結束を固めている。大雑把にいえば，北欧諸国は
2重の地域協力に関わっているのである。

こうした国際関係の中で，国内での社会変動を
背景として，ヤンテ法と価値ニヒリズムもかつて
の意味内容をそのまま保っていく訳にはいかない
のは当然である。ヤンテ法のもつ消極性は否定さ
れなければならないであろうし，社会的価値の個
人への還元現象も度を越せば社会の分裂をもたら
しかねないからである。「全ての物は去り，止まら
ない」のが世の常である。対峙的な2つの思考の
融和も，今後考えなければならないであろう。

こうした情況の中で，ゴーパル（Gopal, Kusum）
は現代に適応すべき「新ヤンテの法」を提示して
いる。次のような内容である。
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1．	Du skal vide, at du betyder noget.
	 （自分は意味のある存在だと知れ）
2．	Du skal vide, at vi andre regner med dig.
	 （他人に期待されていると知れ）
3．	Du skal vide, at mindst fire-fem mennesker, 

dine naermeste, er afhaengige af dig.
	 （少なくとも4，5人の身近な者に頼られ

ていると知れ）
4．	Du skal vide, at vi ved, at der er noget godt 

og vaerdifuldt i dig, som vi har brug for.
	 （自分は善良で価値があり，それを我々は

用いることができるのを知っていること
を知れ）

5．	Du skal vide, at du har nogle menneskelige 
egenskaber, som vi holder af.

	 （自分は我々が好む人間的特質をもってい
ることを知れ）

6．	Du skal vide, at vi andre også kender til at 
fole sig betydningsløs, vaediløs, ensam og 
mislykket.

	 （自分以外の者も自らを無意味であり，価
値がなく，孤独で人生に失敗していると
思っていることを知れ）

7．	Du skal vide, at du hører sammen med os.
	 （自分は我々と一緒であると知れ）
8．	Du skal vide, at vi vil gøre meget for dig.
	 （我々が君に何かしてやろうと望んでいる

ことを知れ）
9．	Du skal vide, at dit eget liv og vort samfunds 

beståen er meget afhaengig af din insats.
	 （君の人生と我々の社会の存在は，君の貢

献にかかっていることを知れ）
10．	Vi, du og jeg, kan løse problemer i FAEL-

LESSKAB.
	 （君と私，つまり我々は，「一緒になって」

問題を解決できると知れ）

これは，消極的ヤンテの法から積極的ヤンテの
法への変容である。こうした思考と価値ニヒリズ
ムがどのような調和を保って社会に作用していく
かを調べるのは，今後の課題である。
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